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団体所在地 広島市西区新庄町 41-27 

団体の名称 社会福祉法人リアン 

職 ・ 氏 名 理事長 大堀 寛人 

（施設名 新庄こども園ぷれいすくーるちゅーりっぷ） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・雪解け水を触りに緑花センターへ出かける 

・花見をしに住吉堤防や江波山な等に出かける 

・タケノコ掘りやイタドリ、スイバを採って食

べる 

・ヤマメの釣り堀とホタル狩りのお泊り保育 

・三滝そうこ山登山 

・観音寺や江波山などで紫陽花の観察 

 

・妹背の滝やマロンの里で川遊び 

・宇品海岸で磯遊びや海水浴 

・自然の家弥栄で川遊びお泊り保育 

 

・毘沙門台公園で木の実探し（どんぐりなど） 

・芝そりすべり 

・落ち葉を使った製作（お面作り、冠、落ち葉

スタンプ） 

・カヅラを使ってリース作り 

・松ぼっくりツリー作り 

・どんぐり村やもみの木森林公園でのそり遊び 

・雪山で造形遊び（雪だるま、かまくら） 

・雪山で動物の足跡探し 

・弥山山登り 

・つくし採り 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タケノコ掘り】 

実際に山に入り探索をし、タケノコを見つける喜び

を味わい皆で協力しながら試行錯誤しながら友だ

ちと協力し合う姿が見られました。ひんやりとして

ザラザラする触感に驚く姿が見られました。 

保育者は「どこにあるかな？」「どうやったら掘れる

かな？」と問いかけながら気づきを引き出し、安全

面に配慮しつつ子ども同士の関わりを支えました。 

この活動を通して、子どもたちは身体を使って活動

する中で健康的な心身を育み、友だちと協力する人

間関係を学びました。 掘ったタケノコは灰汁をと

ったあと、子どもたちと一緒に皮を剝いて、天ぷら

や炊き込みごはんにして美味しく頂きました。                    

 

 

【マロンの里川遊び】 

毎年行われる夏のキャンプでは1泊２日で弥栄へ出

かけます。子どもたちは水の冷たさや川の流れを感

じながら探索し、生き物や石探しを楽しみました。

また、流されないようロープをもって連なり深い所

まで行き水温の違いを体感しました。少し高い位置

からのジャンプにも挑戦し達成感も味わいました。

保育者は、川の流れや危険生物が居ないかなどを十

分配慮した上で、網を持って川岸に行き、生き物を

捕ったり、水の恐怖を感じている子どもには水鉄砲

や美しい石を探してみるなど、子どもたち一人ひと

りに合ったペースで声掛けをするなど水遊びの楽

しさを伝えていました。 

 

） 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自然物を使ったリース作り】 

山中に入り、カヅラを取ってリース状にしたものに

子どもたち一人ひとりがお気に入り木の実や落ち

葉をボンドで使って貼り付けました。「ここに付け

てみたい」と、自分なりに考え工夫しながら表現し

ていました。 

また木の実等の形や大きさの違いに気づき自然へ

の興味関心を高めていく姿が見られました 

保育者は「どんな形のどんぐりがある？」「これは何

に使えそうかな？」と、問いかけることで子どもた

ち自身の観察や発見を促していました。 

こうした自然体験と表現活動を通して、多目的な育

ちが育まれていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【そり遊び】 

今年度も雪に恵まれ、スノーパーク恐羅漢、豊平ど

んぐり村、もみの木森林公園で雪、そり遊びを楽し

みました。新雪は滑りが悪いので、皆で圧雪をして

スピードが出るよう工夫したり、「どうやったら早

く滑るかね？」とそりの乗り方を研究している姿も

見られました。また、友だち同士で「巨大雪だるま

を作ろう」と、張り切って力を合わせて重たい雪の

塊を転がしている姿も見られました。 

保育者は、そり遊びで衝突事故のないよう見守りな

がら、子どもたちが安全に遊べるよう環境を整え、

雪だるまやいろいろな形作り見立て遊びに寄り添

い「大きくなったね」など、言葉を添えることでイ

メージや表現を豊かにしていく関りをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

・職員全員によるプール事故訓練を実施（６月） 

・自然体験活動アドバイザーによる園内研修 

・職員全員による自然保育の園内研修 

 

 

 

 

 ・ 地域との関わりについて 

・こいのぼり鑑賞 

・七夕飾りへ参加 

 

 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 野外活動センターにてサツマイモの苗付け、芋ほり。（５月.１０月） 

 保護者参加イベントの実施 

 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

https://tulip‐p.com/  (ホームページ) 

playschool.tulip （Instagram） 

 

 

 

 

https://tulip/

